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（１）ごみの減量化・資源化の施策について 

 

当圏域では、ごみの減量化・資源化を推進するため、各種施策について検討、実施して

います。 

 

①分別区分とごみの出し方 

これまで 5 種 13 分別体制で実施していた分別区分は、平成 24 年度より分別区分を 5

種 16 分別に変更し、さらにごみの減量化・資源化を図っている。 

 

〔実施状況〕 

当圏域の分別区分は、これまで段階的に体制を変更し、ごみの中から新たに資源物と

なる品目を抽出してきましたが、平成 24 年度からは、さらに細分化しており、ごみの減

量と資源化をさらに進めます。 

 

 （分別方法の経過） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成6年度 5種9分別

可燃、不燃、粗大、有害、資源物（あき缶、あきビン、新

聞紙、雑誌・コピー紙、ダンボール紙）

平成12年度 5種13分別

可燃、不燃、粗大、有害、資源物（あき缶、無色ビン、

茶色ビン、その他色ビン、新聞紙、雑誌・コピー紙、紙

パック、ダンボール紙、古布）

平成24年度 5種16分別

可燃、不燃、粗大、有害（乾電池・体温計、蛍光管）資

源物（あき缶、無色ビン、茶色ビン、その他色ビン、プラ

スチック製容器包装、ペットボトル、新聞紙、雑誌・雑

紙、紙パック、ダンボール紙、古布

※下線は追加分を表す。
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平成 24 年度からの分別区分の変更にあたっては、住民周知が重要不可欠であり、今回

「ごみの分け方出し方ＤＶＤ」や「分別の手引き」を作成し、多くの方々に広く周知し

て分別排出の徹底を図る。 

「ごみの分け方出し方ＤＶＤ」では、映像による新しい分別の仕方を分かりやすく説

明したもので、各市の住民説明会で活用しています。また、「分別の手引き」では、品目

別のごみ種について網羅したもので、既に住民に配布し案内している状況です。さらに、

新しい分別の仕方について、各市及び組合のホームページに掲載して案内しています。 

 

 

【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
120223現在

住民説明会（ＤＶＤの活用） 備　　考

常総市 11月 2月広報で「出前講座」として周知した。

2月 →希望を受け実施中

※2／16、分別の手引き配布 2／3　外国人団体（市民協働課窓口）、2／12　坂手地区（午前・午後）※市長同席

3月 2／26　豊岡細野中地区 　追加　3／4（豊岡浜・砂原、小谷地区）、3／11（菅生中郷地区）

※3／1個別にチラシ配布 4月以降も、要望があれば、各公民館等に出向いて講座を開催する。 ホームページ掲載中

市役所ロビーでの案内（放映は不可、テロップ＋音声で代用）で周知

取手市 1089号　Ｈ23．11.15 Ｈ23．12.12～12.20にかけ説明会を実施した。

1090号　Ｈ23．12.1 公民館単位で説明会を開催。 ホームページ掲載中

1091号　Ｈ23．12.15 延べ８日間　14箇所　参加者約400名

出前講座は、2／11小堀地区から順次実施。（6箇所）　4月以降も対応していく。

市役所ロビーでの放映は可だが、詳細は検討中

守谷市 Ｈ23　10月25日おしらせ版 Ｈ23年10月　区長・廃棄物減量推進員を対象とした説明会をまず市役所で実施した。

Ｈ23　12月10日版 延べ2日間、全6回開催、約200名 ホームページ掲載中

すでに要望があり、Ｈ24．1月：2回、2月：1回、3月：3回個別に開催する。

※2／10分別の手引きを配布済 今後も、要望に応じて個別に説明会開催していく。

カレンダー、Ｑ＆Ａ含む 市役所ロビーでの放映は節電により困難だが、再検討する

つくばみらい市 Ｈ23．12月

※Ｈ24．1月 ホームページ掲載中

以降、行政協力員等からの要望があれば、個別に説明会を開催する。

※2月下旬、分別の手引きを配布 ２月以降も引き続き、広報で流していき、要望があれば説明会を開催していく。

2／26　板橋（門前）地区　3／4松並地区　3／11山王新田八期住宅

その他、センチュリーﾏﾝｼｮﾝでの予定有り

市役所ロビーでの放映は節電により困難

組合 第45号　Ｈ22．11．29 ホームページ掲載中

第46号　Ｈ23．5.22

第47号　Ｈ24．1.15

その他）各市と組合のホームページでの連携（リンク）のため、更新予定

Ｈ24．1.19「お知らせ版」を配布し説明会の開催について周知する。

ペットボトルは、水海道市内

の一部で職員がモデル的

に分別実施中。

５種１６分別導入のＰＲの状況（実績・予定）

広報等

※2／29から順次、ポスティングで分

別の手引き配布済
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②補助制度強化、拡大 

集団回収、生ごみ処理容器に対する補助の継続・強化する。 

 

〔実施状況〕 

ごみ減量、資源化を推進するため、新聞紙、ダンボール紙等の集団資源回収を実施し

ています。平成 21 年度実績が 4,404ｔ、平成 22 年度は 5,227ｔの資源物が回収され、毎

年増減はある状況です。 

また、生ごみ処理機の購入に関しては、平成 21 年度実績が 259 基、世帯比率０．４％

でありましたが、平成 22 年度実績は 201 基、世帯比率０．２％で年々減少傾向の状況で

す。一方、組合では平成 20 年度から生ごみ堆肥化事業を順次実施しており、平成 21 年

度協力世帯が 4,801 世帯、世帯比率５．２％に対し、平成 22 年度は 5、935 世帯で 1,134

世帯、世帯比率６．３％で０．９％の増となっていることから、生ごみ処理機の購入は

少なくなってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

常総市 1,103 1,016 1,846

取手市 3,045 1,807 1,794

守谷市 1,104 1,041 1,066

つくばみらい市 497 540 521

合計 5,749 4,404 5,227

集団資源回収実績
集団資源回収実績

5,2274,404
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（単位：基）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

常総市 49 49 42

取手市 83 51 56

守谷市 31 16 10

つくばみらい市 13 15 15

計 176 131 123

常総市 19 14 14

取手市 136 55 33

守谷市 47 39 14

つくばみらい市 26 20 17

計 228 128 78

404 259 201

生ごみ処理機購入実績
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③環境学習の推進 

学校、地域、事業所に対し、施設見学等の環境学習や情報提供等を行う。 

 

〔実施状況〕 

現在まで年間約 2,500 人以上の見学来場者があります。過去 3 カ年では、社会授業の

一環で行われる小学生の来場者は横ばいにありますが、分別方法の変更や新施設稼働を

控えていることから自治会等の来場者が減少している状況です。 

しかし、新施設では、見学者の増加が予想されることから、引き続きごみの減量・資

源化の推進についての意識の向上を図っております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ）

平成21年度 平成22年度

生ごみ回収量 104 116

製造量 26 22

協力世帯 1,343 1,695

平成21年度より取手市から移管

生ごみ処理実績　取手事業所

（単位：人）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

小学生（中高生含む） 2,548 2,311 2,416

自治会等 422 492 228

官公庁 78 70 116

合計 3,048 2,873 2,760

見学者の推移

見学者の推移
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（単位：ｔ）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

生ごみ回収量 243 454 575

製造量 58 130 174

協力世帯 1,530 3,458 4,240

生ごみ堆肥化実績　守谷事業所
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④廃棄物減量等推進審議会等の開催 

ごみ減量・リサイクル推進のため、引き続き開催する。 

 

〔実施状況〕 

取手市と守谷市で年２回程度実施しており、分別の指導や啓発等を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤分別の徹底、不法投棄対策 

廃棄物減量等推進員による分別指導、パトロール等の不法投棄防止策の検討、実施。

学校、町内等による清掃活動 

 

〔実施状況〕 

分別の徹底を図るため、各市の集積所において分別指導を実施しました。また、合わ

せて各市と共に集積所に出されたごみの分別状況の調査などを実施し、分別の徹底につ

いて広報などで周知しているところです。 

また、各市では、廃棄物減量等推進員や協力企業などに不法投棄の状況確認をお願い

するなどの対策を実施しています。さらに、市内一斉清掃や河川敷のクリーン作戦など

で清掃活動を実施しています。 

今後も、平成 24 年度からのごみ分別区分の変更による分別の徹底を図るため、分別指

導やパトロールを実施します。

1

各集積所の当番等を通じての集積所へのごみの適正な出し方、分別等の指導及び啓発

を行う。

2 集団回収実施に向けての推進

3 市との連絡調整（不法投棄等通報制度）

4 ごみ減量の推進

ごみを出さない、リサイクルを促進するといった観点に立って地域内で

できる自主活動を推進し，ごみ減量を図る。

廃棄物減量推進員の主な活動内容（守谷市）

1 一般廃棄物処理計画の協議

2 リサイクルの推進及び廃棄物の適正処理に関すること

3 環境行政の基本的なあり方に関すること

新ごみ分別区分に関することや粗大ごみ収集運搬手数料の改定について

環境審議会の主な活動内容（取手市）
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⑥粗大ごみの有料化 

ごみ減量化推進のため、粗大ごみの有料化を平成 24 年度から実施する。 

 

〔実施状況〕 

ごみ減量を推進するため、平成 21 年にごみの有料化を検討した結果、「粗大ごみ」の

み実施することになりました。「粗大ごみ」は全ての住民から定期的に排出されるもので

はなく、受益者負担という観点等によるものです。粗大ごみの有料化については、既に

先行して構成市の取手市が平成 14 年度に実施しており、実施前と比較して減少したこと

からも平成 24 年度から粗大ごみの有料化を始めることにより、当初計画 3,559 トンに対

し 3,200 トン程度に減少するもの考えられます。 

 

 

⑦不用品の再利用の場の提供 

施設の啓発棟を情報発信基地としてフリーマーケット、バザーの開催、不用品交換制

度を実施する。 

 

〔実施状況〕 

・フリーマーケット、バザーの開催 

  当組合では、地元との交流を図りながら地域住民にごみ処理事業の現状を知ってもら

うことを目的として「暮らしとごみを考えよう」をテーマに地元住民、構成市住民代表、

構成市及び組合で常総環境センターふれあいデー実行委員会を立ち上げ、フリーマーケ

ット等のイベントを開催しています。新施設稼働により、新たなイベントの開催を検討

しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月 会場 参集者

常総環境センター

常総運動公園 約3,000人

老人福祉センター「白寿荘」

常総環境センター

歩行者専用道路 約1,900人

老人福祉センター「白寿荘」

平成19年11月

平成20年11月

常総環境センターふれあいデーの状況
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・守谷市の不用品交換制度の実施 

 守谷市では、既に市独自で不用品交換制度を実施しており、リサイクル伝言板を市役

所に設けて住民同士で不用品の交換をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧施設の有効利用 

啓発棟において、工房機能や情報発信機能等を備え、環境教育を推進していく。 

 

〔実施状況〕 

新施設の啓発棟にコンロを備えた住民の活動室を設け、エコクッキング教室等の開催、

石けん作りや包丁とぎなど、住民主体の事業を実施し、住民が楽しみながら環境や資源

の大切さを学んでいけるような事業を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔単位：件〕

平成20年度 平成21年度 平成22年度

あげます 75 28 48

ください 41 22 46

計 116 50 94

成立 34 9 35

リサイクル伝言板利用状況

内容 場所 期日

学習機能 施設見学

小学生等を対象にごみ処理の流れを説明

し、ごみ減量に関心を持たせる。

見学通路

大会議室

随時

紙すき体験

回収された牛乳パックなどを用い、紙すき

を行う。団体に対し、場所を提供する。

啓発活動室 夏休み期間

石けん作り体験

廃食用油を用い、石けん作りを行う。団体

に対し、場所を提供する。

啓発活動室 夏休み期間

飛行リング体験

回収されたペットボトルを用い、飛行リング

作りを行う。団体に対し、場所を提供する。

啓発活動室 夏休み期間

エコクッキング教室

各種住民団体等からの要請があった際、場

所を提供する。

啓発活動室 随時

包丁とぎ実演

各種住民団体等からの要請があった際、場

所を提供する。

啓発活動室 随時

研修等

環境に関する住民団体等による会議や講

演会等に活用してもらう。

大会議室

啓発活動室

随時

不用品のリサイクル

の情報発信

各市が保管する不用品（家具、自転車、お

もちゃなど）を案内する。

展示ホール 随時

情報発信機能

工房機能

項目

啓発棟における主な事業（案）
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